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早いもので、私は昨年65歳の誕生日を迎えた。年
齢３区分でいうところの老齢人口の仲間入りを

したということである。
　そのようなこともあり、「高齢社会白書」（内閣府）
を読んでみた。高齢化の状況や、政府が講じた高齢社
会対策の実施状況、および今後講じようとする施策が
纏められている。

白書には様々な統計やアンケート調査結果が掲載
されているが、その中で目を引いたのは、就労

意欲の強さである。現在仕事（収入のある仕事）をし
ている60歳以上の者については、約4割が「働けるう
ちはいつまでも働きたい」と回答している。70歳まで
またはそれ以上との回答と合計すると、約9割に上る。
65歳までとの回答は約1割に過ぎない。私自身も「働
けるうちはいつまでも」と考えている口であるが、高
齢者の就業意欲の強さは想像以上であった。今後の日
本の人手不足の深刻化を考えると、高齢者活用の余地
はまだまだ大きいように思われた。
　ただし、その実現に向けては、受け入れ企業側で、短
時間・短日数勤務などの柔軟な働き方や、肉体的負担を
考慮した作業環境の見直しなど、間口を広げる工夫が必
要である。また、働く高齢者としては、個々人のワーク
エンゲージメント（熱意、活力、没頭）が刺激されるよ
うな仕事がみつかることが望まれる。ニッチな分野のマ
ニアックな仕事との出会いが生まれるよう、人材紹介会
社のマッチング情報充実なども期待したい。

就労と並んで、生活のリズムを形成するのが学習・
社会参加である。65歳以上の者で何らかの学習

活動に参加している人は 3割に上る。学習の分野をみ
ると、「家政・家事（料理・裁縫・家庭経営など）」、「芸術・
文化」、「パソコンなどの情報処理」が上位を占めている。
社会活動への参加状況では、「1年間に活動または参加
した」人は5割に上るが、「健康・スポーツ（体操、歩
こう会、ゲートボール等）」、「趣味（俳句、詩吟、陶芸等）」
が多い。

　時間的余裕が生まれたことで元々やりたかったこと
を実現した人、今後の有用性を想定しつつ始めた人、
何かの縁でたまたま始めてハマった人。事情はそれぞ
れあろうが、幾つになっても明日のために学び、鍛え
るという姿勢は大切にしたい。

もう一つは、高齢者のコミュニケーションに関す
るコロナ禍の変化である。コロナ禍で人と直接

会ってコミュニケーションをとることが「減った」と
回答した割合は 6割を超えているが、そのうちの約 3
割が、直接会わずにコミュニケーションをとることが
「増えた」と回答している。コロナ禍という環境変化が、
最新テクノロジーを使ったコミュニケーション・ツー
ルの新規活用につながった可能性があり興味深い。
　余談になるが、私は、高齢者にとって、今この時代
を生きるコミュニケーション術としては、若い世代と
接点をもつことの効果が絶大だと感じている。（当コラ
ム 2019 年 11月号「世代を越境して同時代性を保つ」
参照）
　今の若者は LINE などのやり取りで句点「。」は避け
るのだそうだ。「。」からは威圧感や怒りの感情を読み
取ってしまうのだと。私はこれを記事で読んでびっく
りしたのだが、確かに若い世代のＸ（旧 Twitter）の投
稿などをみると、皆「。」の代わりに絵文字や「！」を使っ
ていた。それ以来、私も若者向けには「。」を使わない
よう気を付けているのだが、こうした予期せぬ世代間
ギャップを知っておくことは、同時代をスマートに生
きるための一つの心得だと思う。

人生 100年時代と言われる現代。高齢者と呼ばれ
るようになってからも、何かに打ち込み、日々

の生活に意味を持たせることは大切だ。もちろん健康
あっての日常活動なのだが、そうした意味ある活動が
健康寿命を延ばすという側面もあろう。高齢化が進む
日本社会。高齢者の日々の活動が、日本の活力を大き
く左右するといっても過言ではないだろう。
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■ 有限会社 モリシゲ物産
　1996 年 8 月設立
　代表取締役　矢島 繁
　本社　〒 331-0804 さいたま市北区土呂町 2-29-2　東口高安ビル３Ｆ
　工場　〒 369-1503 秩父市下吉田 7501
　http://www.egomaya.com
　（武蔵野銀行 大宮北支店取引先）
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　えごまはシソ科の植物で、ごま（ゴマ科）とは

全く別物なのだそうだ。「えごま油」の特徴といえ

ば、何といっても健康に良いこと。不飽和脂肪酸の「オメガ３」は、全身の細胞

膜の材料となり、膜を柔らかくするので、血管がしなやかになる（動脈硬化予防）、

脳の神経細胞が柔軟になる（認知機能向上）など、幅広い健康効果がもたらされ

る。死亡リスクを下げる傾向があることも分かってきた。大豆油などに含まれる

リノール酸は、アレルギーや生活習慣病のもとになると言われるが、それとは脂

肪酸の種類が全く異なるのだ。

　秩父の畑で無農薬有機栽培されたえごまを、

近接する工場で製油する。薬品を使わず圧力を

かけてゆっくり絞り、脱臭脱酸を行わないこと

で種子そのものの栄養を残す。香味油として、

サラダのドレッシングに入れたり、冷ややっこ

や湯豆腐に少しかけるなどして味わうのがお勧

めだ。

　えごまを粒のままふりかけにしたのが「ふり

ふり荏胡麻」。えごまのプチプチ感に梅塩のさっ

ぱり感が加わるユニークな味わいである。油と

ふりかけ、どちらも「食の３重丸」（日本産・安心・

美味しさ）の認定を受けるなど、まさに埼玉の

隠れた銘品である。
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